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様 式 第 ５ 号 (第 １ ５ 条 関 係 ) 

審議会会議録  

審 議 会 等 の 名 称  第 １ 回  瑞 穂 市 行 政 改 革 推 進 委 員 会  

開 催 日 時  
平 成 ２ ８ 年 １ ２ 月 ２ ０ 日 (火 曜 日 ) 

午 後 ６ 時 ０ ３ 分 か ら 午 後 ９ 時 ２ ０ 分  

開 催 場 所  瑞 穂 市 役 所  穂 積 庁 舎 ３ 階  大 会 議 室  

議 題  
・ 平 成 ２ ７ 年 度  第 二 次 行 政 改 革 大 綱 の 実 績 報 告 に つ い て  

・ 第 三 次 行 政 改 革 大 綱 （ 案 ） 及 び 年 度 別 実 績 （ 案 ） に つ い て  

出 席 委 員  

欠 席 委 員  

 

出 席 委 員  ９ 名  

髙 梨 文 彦 会 長 、 松 野 守 男 副 会 長 、  

磯 谷 好 子 委 員 、 倉 田 智 之 委 員 、 寺 師 甲 子 郎 委 員 、  

豊 田 隆 夫 委 員 、 林 孝 美 委 員 、 平 墳 広 明 委 員 、 吉 田 愛 子 委 員  

 

欠 席 委 員  １ 名  

福 野 佐 代 子 委 員  

 

公 開 ・ 非 公 開 の  

区 分  

(非 公 開 理 由 ) 

公 開   ・   非 公 開  

傍 聴 人 数  １ 人  

審 議 の 概 要  

 

 

 

 

開 会  

 

委 嘱 状 交 付  

 

【 事 務 局 】  

・瑞穂市審議会等の設置、運営等に関する要綱第１２条により、傍聴希望者に会議の傍聴

を許可することを各委員に確認し、了承を得た。（傍聴希望者１名入室） 

・同要綱第１５条により会議録を作成し、公開することを委員に確認した。 

 

市 長 挨 拶  

 

自 己 紹 介  

 

【 事 務 局 】  

・ 委 員 総 数 １ ０ 名 に 対 し 過 半 数 を 超 え る ８ 名 の 出 席 が あ り 、 瑞 穂 市 行 政 改 革 推

進 委 員 会 設 置 条 例 第 ６ 条 第 ２ 項 に 基 づ き 会 議 が 成 立 し て い る こ と を 宣 言 し

た 。  

 

報 告 事 項  瑞 穂 市 の 行 政 改 革 推 進 事 業 の 概 要 及 び 経 緯 に つ い て  

【 事 務 局 】  

・資料１を用いて、当市の行政改革推進事業の概要及びこれまでの経緯について説明を行

った。 
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【 Ｂ 委 員 】  

・ 第 三 次 行 政 改 革 大 綱 の 計 画 期 間 は ２ ９ 年 度 か ら ３ ３ 年 度 ま で の ５ 年 間 と い う

こ と で よ い か 。 資 料 ３ － １ の ２ ペ ー ジ に ３ ４ 年 度 ま で と 記 載 が あ る が 。  

 

【 事 務 局 】  

・ ３ ３ 年 度 ま で で あ る 。 申 し 訳 な い 。  

 

【 Ｅ 委 員 】  

・ ２ ９ 年 度 か ら 始 ま る 大 綱 を 検 討 す る に は 、 あ ま り に も 時 間 が 短 い と 思 う が 。

 

【 事 務 局 】  

・ 大 変 タ イ ト な ス ケ ジ ュ ー ル で 申 し 訳 な い が 、 こ の 方 向 で お 願 い し た い 。  

 

【 Ｅ 委 員 】  

・ 瑞 穂 市 全 体 の こ と に つ い て 審 議 す る の に ２ か 月 の 期 間 で は 責 任 が 持 て な い 。

 

【 Ｄ 委 員 】  

・ 素 人 の 我 々 が ２ か 月 で 審 議 す る と い う の は 無 理 が あ る と 思 う が 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

・ こ の 状 態 で パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト を 実 施 し て も 市 民 は 戸 惑 う 。 そ れ で 市 民 の 意

見 を 反 映 し た と 言 わ れ て も 困 る 。 中 身 の あ る も の に す る た め に は 、 ２ ９ 年 度

の １ 年 を か け て 審 議 し 、 ３ ０ 年 度 か ら と し て も よ い の で は な い か 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 第 ２ 次 行 政 改 革 の 検 証 に 対 す る ご 意 見 も 含 め て 、 ど う す る か 考 え た い 。 過 去

に は 、 ８ 月 に 大 綱 を 決 定 し ４ 月 か ら 遡 及 適 用 し た こ と も あ り 、 そ の よ う な こ

と も 可 能 で は な い か と 考 え る 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

・ こ れ ま で の 大 綱 は 非 常 に 具 体 性 に 欠 け る 。 ３ 回 の 審 議 で は 、 具 体 的 な 数 値 を

出 す ま で に 責 任 を 持 っ て や れ な い 。 １ 年 間 で も 審 議 す る 形 で や ら な け れ れ ば

い け な い と 思 う 。  

 

【 Ｅ 委 員 】  

・ 過 去 に 遡 及 適 用 が あ っ た か ら 、 今 回 も と い う の は 不 道 理 だ 。  

 

【 Ｄ 委 員 】  

・ ３ 月 議 会 で の 議 決 予 定 を 外 す こ と も あ り う る と い う 理 解 で よ い か 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 当 然 、 皆 さ ん の ご 意 見 を 反 映 し て 考 え る 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

・ 今 日 、 そ の 扱 い を ど う す る か を 決 め て い た だ き た い 。  

 

【 事 務 局 】  

・ こ の 件 は 最 終 的 に 今 日 決 め て い た だ く と い う こ と で 、 次 の 議 事 に 進 む 。  

 

会 長 ・ 副 会 長 の 選 出  

・ 会 長 に 髙 梨 委 員 、 副 会 長 に 松 野 委 員 を 選 出 し た 。  

 

※ Ｆ 委 員 に 委 嘱 状 交 付  
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市 長 諮 問  

【 市 長 】  

・ 瑞 穂 市 第 三 次 行 政 改 革 大 綱 の 策 定 に つ い て の 諮 問 書 を 会 長 に 提 出 し た 。  

 

市 長 退 席  

 

議 題 （ １ ） 「 平 成 ２ ７ 年 度  第 二 次 行 政 改 革 大 綱 の 実 績 報 告 に つ い て 」  

【 会 長 】  

・ 事 務 局 に 説 明 を 求 め た 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 資 料 ２ － １ 、 ２ － ２ を 用 い て 、 平 成 ２ ７ 年 度 の 実 績 報 告 に つ い て 説 明 を 行 っ

た 。  

 

【 会 長 】  

・資料２－１の項目（１）職員定員管理及び人材育成について、各委員に質問・意見を求

めた。 

 

【 Ｂ 委 員 】  

・第２次行政改革大綱の当初の年度別計画表の職員数の計画数と、年度別実績中の職員数

の計画数に差異があるのはなぜか。また、平成２８年度の計画数はいつどのように定め

られたのか。 

 

【 事 務 局 】  

・ 行 政 改 革 推 進 委 員 会 に 諮 り な が ら 、 あ る い は 決 裁 文 書 で も っ て 、 実 情 に 応 じ

て 変 更 し て い る 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

・平成２５年度からの計画数値の変更は、この段階で見直したということでよいか。 

 

【 事 務 局 】  

・ 平 成 ２ ８ 年 ３ 月 の 決 裁 文 書 の 数 値 に 合 致 し た も の に な っ て い る 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

・当初の目標数値を変更する必要な無いのではないか。 

 

【 事 務 局 】  

・ 見 直 し た う え で の 実 績 数 を 示 し た も の に な っ て い る 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

・職員数の計画数は見直しているのに、職員研修参加人数の計画数は、実績が大きく減少

してきているのに２千人のまま見直しをしていないのは納得がいかない。 

・技能労務職員とは何か。 

 

【 事 務 局 】  

・ 例 え ば 、 給 食 セ ン タ ー の 調 理 員 や 学 校 の 用 務 員 で あ る 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 職 員 定 数 に つ い て は 、 一 番 に 職 員 定 数 条 例 が あ る が 、 こ の 行 政 改 革 推 進 委 員

会 で 決 ま っ た 大 綱 に 基 づ い て 決 ま る と い う こ と に な る 。  

 

【 Ｅ 委 員 】  

・ 目 標 管 理 制 度 の 構 築 に つ い て 、 こ の 制 度 が ど の よ う に 機 能 し て い る か 説 明 し

て い た だ き た い 。  
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【 事 務 局 】  

・ 職 員 そ れ ぞ れ が 、 年 度 当 初 に 年 間 ス ケ ジ ュ ー ル と ３ つ の 目 標 を 掲 げ 、 年 度 末

に 上 司 と 面 談 の う え 目 標 の 達 成 状 況 を 評 価 し て い る 。  

 

【 Ｅ 委 員 】  

・ 第 ３ 次 大 綱 案 に は 、 目 標 管 理 制 度 の 文 言 が 出 て い な い の は 、 こ の 制 度 が 完 全

に 実 施 さ れ て お り 職 員 の 職 能 が 上 が っ て い る か ら と い う こ と で よ い か 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 目 標 管 理 制 度 は 随 分 定 着 し て き た と 認 識 し て い る 。  

 

【 Ｄ 委 員 】  

・ 人 事 異 動 が あ る が 、 全 体 と し て み れ ば 職 員 の 能 力 が 上 が っ て い る の に 、 職 員

数 が 増 加 し て い る の は 理 解 で き な い 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 職 員 数 が 増 加 し た 要 因 は 、 消 防 職 に お い て 岐 阜 市 消 防 本 部 と の 協 定 に よ り ７

０ 名 ま で 採 用 す る 必 要 が あ っ た た め 毎 年 の 採 用 で １ ４ 名 増 加 し た こ と や 、 保

育 士 に お い て 待 機 児 童 対 策 の た め に 増 員 し た こ と に あ る 。 単 労 職 に お い て は

退 職 不 補 充 に よ り ９ 名 減 少 し て い る が 、 そ の 減 の 部 分 を 一 般 行 政 職 で 補 っ た

結 果 と な っ て い る 。  

 

【 Ｄ 委 員 】  

・ 単 労 職 を 減 ら し た か わ り に 一 般 行 政 職 を 増 や し た と は 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 一 般 行 政 職 が 増 加 し た 理 由 に つ い て は 改 め て 説 明 さ せ て い た だ く 。  

 

【 会 長 】  

・項目（２）経費節減・収入確保等について、各委員に質問・意見を求めた。 

 

【 Ｂ 委 員 】  

・下水道関係の使用料収入について、農業集落排水使用料が抜けていないか。一般会計か

らの繰入額と地方債の返済額が加味されていないと意味がない。次期案では直してほし

い。 

・新たな収入の確保について、企業誘致の取り組みについて説明願いたい。 

 

【 事 務 局 】  

・ 企 業 誘 致 に つ い て は 、 す ぐ に お 答 え で き な い 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

・ 企 業 誘 致 の 目 標 は あ る の か 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 第 ２ 次 大 綱 に は な い 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

・ 次 期 案 で は 反 映 し て ほ し い 。  

・ 広 告 収 入 の 実 績 額 は い く ら か 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 広 報 カ レ ン ダ ー の 広 告 や ホ ー ム ペ ー ジ の バ ナ ー 広 告 の 収 入 は 、 年 間 ２ 、 ３ ０

万 円 ほ ど で あ る 。 市 民 課 窓 口 の 番 号 案 内 表 示 や 庁 舎 玄 関 の 案 内 地 図 板 は 無 償

で 設 置 さ れ て い る 。  
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【 Ｂ 委 員 】  

・ 企 業 誘 致 に つ い て は 、 自 主 財 源 を 少 し で も 確 保 す る と い っ た 意 味 で 、 次 期 の

段 階 で 目 標 に 掲 げ て ほ し い 。  

 

【 Ｄ 委 員 】  

・ 新 た な 収 入 の 確 保 に つ い て 、 金 額 の 目 標 が な け れ ば 努 力 を し な い 。 た と え 小

額 で あ っ て も 金 額 を 明 示 す る べ き 。 パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト を し て も 市 民 が 判 断

で き な い 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 第 ３ 次 の 実 績 報 告 に は 、 た と え 少 額 で あ っ て も 目 標 数 値 の 記 載 を 考 え た い 。

 

【 Ｊ 委 員 】  

・ 目 標 も 重 要 な こ と だ と 思 う が 、 施 設 を い か に 有 効 に 使 っ て も ら う か と い う こ

と が 一 番 で あ り 、 そ の 方 法 を よ く 考 え て く だ さ い と い う の が 我 々 の 役 目 だ と

思 う 。 今 あ る 施 設 を 有 効 に 使 う た め に 例 え ば 駐 車 場 を 整 備 す る と い っ た よ う

な 具 体 的 な 策 を 練 っ て い た だ き た い 。  

 

【 Ｄ 委 員 】  

・ 私 の 職 場 で は Ｑ Ｃ （ ク オ リ テ ィ コ ン ト ロ ー ル ） 活 動 を 行 っ て い る 。 な ぜ こ う

な っ た の か 、 な ぜ こ う い う 問 題 が 起 き て い る の か と い う こ と を 繰 り 返 し 問

い 、 も っ と 良 い 方 策 は な い か と 、 頭 を 働 か せ て 具 体 的 な 策 を ご 提 案 い た だ け

れ ば と 思 う 。  

 

【 Ｅ 委 員 】  

・ 広 告 収 入 に つ い て は 、 数 字 で し か わ か ら な い の で 、 ぜ ひ 数 字 で 表 し て い た だ

き た い 。  

・ 瑞 穂 市 の ふ る さ と 納 税 の 状 況 に つ い て は ど う か 。  

 

【 会 長 】  

・今は、第２次大綱の年度別実績の報告に対する質問に絞っていただきたい。 

 

【 Ｄ 委 員 】  

・ 粗 大 ご み の 有 料 化 は 、 平 成 ２ ３ 年 ８ 月 か ら 実 施 し て い る が 、 料 金 改 定 は 考 え

て い な い と い う こ と で よ い か 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 今 の と こ ろ 考 え て い な い と 思 う 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

・ 粗 大 ご み を 有 料 化 し て 、 実 際 に い く ら 削 減 で き た の か を 市 民 に 報 告 す る こ と

が 行 政 と し て 当 た り 前 の 仕 事 だ と 思 う 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 公 共 施 設 の 使 用 料 の 表 は 、 主 な 施 設 の 使 用 料 を 見 直 す た め に 、 皆 さ ん に 理 解

し て い た だ こ う と い う こ と で 作 っ て あ る 。 農 業 集 落 排 水 使 用 料 に つ い て は 、

呂 久 地 区 の ほ と ん ど が 加 入 し て い る と い う こ と で 省 い て あ る と 思 う 。  

・ 新 た な 収 入 の 確 保 に つ い て は 、 数 字 も 記 載 さ せ て い た だ こ う と 思 う 。  

 

【 Ｄ 委 員 】  

・ 新 た な 収 入 の 確 保 に つ い て は 、 入 っ て き た 部 分 も あ る が 、 人 件 費 等 の マ イ ナ

ス 要 素 も し っ か り 出 し て い た だ き た い と 思 う 。  

 

【 会 長 】  

・項目（３）民間委託等の推進について、各委員に質問・意見を求めた。 
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【 Ｄ 委 員 】  

・ 平 成 ２ ５ 年 度 に 公 共 施 設 の 管 理 運 営 に 指 定 管 理 者 制 度 を 導 入 し て 、 平 成 ２ ４

年 度 と 比 べ て ど う だ っ た か を 、 次 回 で よ い の で 示 し て い た だ き た い 。  

 

【 会 長 】  

・項目（４）事務事業の再編・整理・廃止・統合について、各委員に質問・意見を求め

た。 

 

【 Ｅ 委 員 】  

・ 補 助 金 等 の 見 直 し に つ い て 、 執 行 額 が 当 初 予 算 額 を 下 回 っ て い る が 、 ど う い

う 形 で 見 直 し て 下 回 っ た の か 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 当 初 予 算 額 は あ く ま で 予 算 額 で あ り 、 執 行 額 は 歳 出 の 結 果 で あ る 。 ど れ だ け

見 直 し を 行 っ た の か は な か な か 見 え て こ な い が 、 包 括 外 部 監 査 に よ り 平 成 ２

３ 年 度 は 大 き く 減 少 し 、 そ れ 以 降 も 努 力 し て い る 。  

 

【 Ｅ 委 員 】  

・ こ の 補 助 金 に は 、 自 治 会 に 対 す る 補 助 金 も 含 ま れ て い る か 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 含 ま れ て い る 。  

 

【 Ｅ 委 員 】  

・ 市 が 自 治 会 に 求 め て い る こ と は 防 災 や 福 祉 関 係 で あ る に も か か わ ら ず 、 自 治

会 へ の 補 助 は 減 る 傾 向 に あ る 。 予 算 を 執 行 で き て い な い と い う こ と は サ ー ビ

ス レ ベ ル が 低 下 し て い る の で は な い か 。  

 

【 事 務 局 】  

・ こ の 補 助 金 の 中 に は 、 以 前 減 額 が あ っ た 自 治 会 長 の 報 酬 は 入 っ て い な い 。 公

民 館 の 建 設 補 助 等 が 入 っ て い る 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 補 助 金 、 負 担 金 、 交 付 金 と 大 き く ３ つ に 分 か れ て い る が 、 そ の 中 の 補 助 金 に

つ い て 集 計 し た も の で あ る 。 サ ー ビ ス が 低 下 し て い る と い う 部 分 も あ る か も

し れ な い が 、 全 体 的 に は 抑 え て 進 め て い か な け れ ば い け な い と い う こ と で 、

こ の 項 目 が あ る 。  

 

【 Ｅ 委 員 】  

・ 私 が 代 表 を し て い る 団 体 へ 生 涯 学 習 課 か ら い た だ い て い る も の は 、 補 助 金 か

交 付 金 か 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 生 涯 学 習 地 域 振 興 組 織 補 助 金 と い う 補 助 金 で あ る 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

・ 予 算 額 と 執 行 額 が わ か る 一 覧 表 を 作 っ て ほ し い 。 た だ 単 に 一 律 カ ッ ト と い う

こ と で は な く 、 必 要 な も の は ア ッ プ さ せ る べ き だ と 思 う 。  

 

【 会 長 】  

・ 私 た ち が 今 議 論 し て い る の は 大 綱 に つ い て で あ り 、 行 政 と し て の 大 枠 の 方 向

性 を 議 論 し て い る の で 、 個 別 、 具 体 的 な 政 策 を 論 ず る 場 で は な い こ と に ご 留

意 い た だ き た い 。  
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【 Ｄ 委 員 】  

・ 補 助 金 の 平 成 ２ ７ 年 度 の 前 年 度 予 算 額 比 較 が １ ， ７ ０ ０ 万 円 と あ る が 、 間 違

っ て い る の で は な い か 。 全 て の 数 字 の 信 頼 性 が 無 く な る こ と に な る の で 今 一

度 確 認 を 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

・ 前 年 度 予 算 額 比 較 で は な く 、 当 年 度 の 当 初 予 算 額 と 執 行 額 の 比 較 を 記 載 す る

べ き で は な い か 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 再 度 検 討 す る 。  

 

【 Ｅ 委 員 】  

・ 扶 助 費 の 動 向 に つ い て 、 扶 助 費 事 業 の 伸 び 率 の 抑 制 を 図 る と あ る が 、 高 齢 化

に 伴 い 増 え 続 け る 扶 助 費 の 伸 び 率 を 抑 制 す る と は 具 体 的 に ど う い う こ と か 。

 

【 事 務 局 】  

・ 生 活 保 護 で あ れ ば 、 就 労 支 援 を し て 生 活 保 護 か ら 脱 す る こ と で 抑 制 す る と い

う こ と も 一 つ の 例 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 棚 橋 市 長 に な っ て か ら 医 療 費 を 高 校 生 に ま で 無 料 化 し た 。 市 民 に と っ て は 良

い 制 度 か も し れ な い が 、 財 政 に と っ て は 厳 し い 部 分 が あ る 。 財 政 の 健 全 化 を

考 え て の 項 目 で あ る 。  

 

【 Ｅ 委 員 】  

・ 子 ど も た ち の 就 学 援 助 、 就 学 支 援 は 扶 助 費 に な る の か 。  

 

【 事 務 局 】  

・ す ぐ に お 答 え で き な い 。 瑞 穂 市 は 他 市 町 に 比 べ て 低 い の で 、 Ｐ Ｒ を し っ か り

行 い 、 そ の 後 、 金 額 に つ い て は 見 直 す と い う 論 理 立 て を し て い く 予 定 で あ

る 。  

 

【 Ｅ 委 員 】  

・ 余 分 な 扶 助 費 を か け な さ い と い う つ も り は な い が 、 何 で も 抑 え て い る よ う な

感 じ に し か 見 え な い 部 分 も あ る の で 、 必 要 な も の は 必 要 だ と メ リ ハ リ を つ け

い な い と い け な い 。  

 

【 Ｄ 委 員 】  

・ 目 的 欄 の 文 章 の 表 現 を わ か り や す く 見 直 し て い た だ き た い 部 分 が あ る 。 実 施

内 容 欄 を 数 値 的 に 説 明 し て あ る と 、 よ り 具 体 的 に 検 討 で き る の で は な い か と

思 う 。  

 

【 会 長 】  

・項目（５）財政の健全化について、各委員に質問・意見を求めた。 

 

【 Ｂ 委 員 】  

・ 結 果 の 数 字 だ け が 記 載 し て あ っ て 目 標 が な い 。 何 ら 取 り 組 み が な さ れ な か っ

た と し か 取 れ な い が 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 財 政 の 指 数 は 、 目 標 が な か な か 作 り に く い と い う 部 分 が あ る 。 貯 金 が 減 り 、

借 金 が 増 え て い く と い う こ と を 、 皆 さ ん に し っ か り 監 視 し て い た だ く と い う

こ と で こ の 項 目 が あ る 。  
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【 Ｂ 委 員 】  

・ 目 標 を 作 る の が 難 し い こ と は わ か る が 、 ま っ た く 無 し で は い け な い の で 考 慮

し て ほ し い 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 第 ２ 次 総 合 計 画 に は 、 ３ つ の 指 標 に つ い て 目 標 を 定 め て あ る の で 、 第 ３ 次 大

綱 は 、 こ れ ら と リ ン ク で き る と 思 う 。  

 

【 Ｄ 委 員 】  

・ 目 的 欄 の 記 載 が わ か り づ ら い 。 市 民 に 公 表 し て 、 判 断 し て い た だ く と い う こ

と で あ れ ば 、 よ り わ か り や す く 簡 潔 に 作 っ て い た だ き た い 。  

 

【 会 長 】  

・項目（６）市民参加と協働のまちづくりについて、各委員に質問・意見を求めた。 

 

【 Ｅ 委 員 】  

・ ホ ー ム ペ ー ジ の ア ク セ ス 数 に つ い て 、 平 成 ２ ７ 年 度 は ５ ０ 万 ２ ， ４ ６ ６ 件 と

あ る が 、 推 定 で 市 民 の 何 人 く ら い が 見 て い る と 考 え ら れ る か 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 市 民 の う ち 何 人 と い う の は わ か ら な い 。 件 数 は ア ク セ ス の カ ウ ン ト 数 で あ

る 。  

 

【 Ｅ 委 員 】  

・ 次 回 で も 良 い の で 、 何 ら か の 試 算 方 法 が あ る の で は な い か 。 で は ５ ０ 万 と い

う 件 数 を ど う 評 価 し た ら よ い の か 。 人 口 ５ 万 人 を 大 幅 に 上 回 っ て い る か ら 良

い と い わ れ て も 困 る 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

・ ア ク セ ス 数 の 実 績 に 対 す る 次 年 度 の 目 標 が 低 す ぎ る の で 見 直 し て ほ し い 。  

・ パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト 制 度 の 活 用 に つ い て 、 実 施 件 数 と そ の 内 容 が 書 い て あ る

が 、 実 際 、 パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト が 何 件 あ っ た の か が 出 て い な い の で 改 善 し て

ほ し い 。  

 

【 Ｆ 委 員 】  

・ ホ ー ム ペ ー ジ は ペ ー ジ ご と に ア ク セ ス カ ウ ン タ ー が あ る と 思 う の で 、 市 民 の

興 味 、 関 心 が ど こ に あ る か を 分 析 す る こ と も 大 切 で あ る 。  

・ 「 広 報 紙 ・ ホ ー ム ペ ー ジ の 充 実 」 と な っ て い る が 、 ホ ー ム ペ ー ジ に つ い て の

記 載 の み で あ る の で 、 広 報 紙 の 取 り 扱 い に つ い て も ご 検 討 願 い た い 。  

 

【 Ｄ 委 員 】  

・ パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト 制 度 の 活 用 に つ い て 、 実 施 件 数 と そ の 内 容 の 記 載 だ け で

は な く 、 市 民 か ら こ う い う 意 見 が あ っ て 、 こ う し た と い う と こ ろ を 示 し て い

た だ き た い 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 協 議 さ せ て い た だ く 。 前 向 き な 意 見 を い た だ き た い と い う の が パ ブ リ ッ ク コ

メ ン ト の 性 質 で あ る と 思 っ て い る 。  

 

【 Ｅ 委 員 】  

・ パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト は 、 行 政 の ア リ バ イ 作 り に 参 加 し て い る と い う 認 識 で し

か な い 。  

 

【 Ｄ 委 員 】  

・ 目 的 欄 に あ る 「 パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト 制 度 の 周 知 を 図 る 」 と い う 目 的 の 設 定 が
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間 違 っ て い る 。 意 見 に 対 し て 市 は ど う 考 え た か を 論 理 的 に 明 示 し て い た だ き

た い 。  

 

【 会 長 】  

・ 成 果 報 告 と い う こ と に な る と 、 実 施 件 数 だ け で は 足 り な い と 思 う 。 個 々 の 意

見 の 内 容 に ま で と な る と 趣 旨 か ら 外 れ る が 、 意 見 の 数 を 数 値 と し て 出 せ れ

ば 、 目 的 に 対 応 す る 成 果 報 告 に な る と 思 う 。  

 

【 会 長 】  

・項目（７）環境にやさしいまちづくりについて、各委員に質問・意見を求めた。 

 

質 問 ・ 意 見 は 特 に な し  

 

【 会 長 】  

・項目（８）第三セクターの健全な経営について、各委員に質問・意見を求めた。 

 

 

【 Ｂ 委 員 】  

・施設管理公社とみずほ公共サービスの２つを１つにして全体の支出を抑えて効率的に運

営するということかと思うが、逆にマイナスではないかと思うが。 

 

【 事 務 局 】  

・２つの同じような会社を１つにしようというのが目的であった。単純に表を見るとそう

いうことになるが、ふれあい公共公社は指定管理者制度を受けたりして業務の幅を広げ

ている。施設管理公社とみずほ公共サービスには異なる業務もあり、またシルバー人材

センターへ移管した業務もあるため、単純に足したり引いたりして比較すると問題があ

る。 

 

【 Ｅ 委 員 】  

・数字だけ見ていると全然理解できない。 

 

【 Ｄ 委 員 】  

・単純に足せばいいわけではないということはわかるが、ではどうすればいいのかという

こになるので、わかりやすくしていただければと思う。ふれあい公共公社について、事

務の効率化と業務の質の向上を目指すと記載があるが、歳出が増えているので、事務が

効率化された点がわかるように示していただきたい。 

 

【 会 長 】  

・年度別実績の全体について、各委員に質問・意見を求めた。 

・ 数 値 で 示 せ る 項 目 は 数 値 を 出 し て い た だ き た い 。  

・ 市 民 に わ か り や す い 表 現 に 改 め て い た だ き た い 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

・第２次の総括、反省というものが全体的に抜けていると感じる。 

 

【 Ｅ 委 員 】  

・第２次大綱には、行政評価制度の確立という項目があるが、年度別実績の中で取り上げ

られていないのは。 

 

【 事 務 局 】  

・行政評価制度の確立はまだできていない。この場で審議していただくことかと思う。 

 

【 会 長 】  

・議題（１）を終了したが、時間の都合上、議題（２）については次回審議することとし

た。 
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・議題（２）が審議されていないので、平成２９年１月１０日から実施予定のパブリック

コメントは延期することとした。 

・ 次 回 会 議 を 平 成 ２ ９ 年 １ 月 ３ ０ 日 （ 月 ） １ ８ 時 よ り 第 １ 会 議 室 で 開 催 す る こ

と と し た 。  

 

閉 会  

 

事 務 局  

(担 当 課 ) 

瑞 穂 市  企 画 部  企 画 財 政 課  

  T E L： 0 5 8 - 3 2 7 - 4 1 2 8  

  F A X： 0 5 8 - 3 2 7 - 4 1 0 3  

  e - m a i l： k i k a k u @ c i t y . m i z u h o . l g . j p  

 


